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皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
「
う
え
の
伸
五
」
で
す
。 

三
月
議
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、「
会
派
・
同
志
会
」
よ

り
、
代
表
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
議
や
委
員

会
等
で
の
質
疑
内
容
や
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
な
ど
を
、
抜
粋

し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

＊
財
政
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
質
疑
に
お
い
て
は
、 

現
在
の
飯
塚
市
の
財
政
は
、
合
併
後
の
緩
和
措
置
と
し
て

「
約
二
十
億
円
」
増
額
さ
れ
た
交
付
金
を
受
け
取
っ
て
お
り

ま
す
が
、
二
十
一
年
度
の
予
算
編
成
で
は
「
約
十
九
億
円
」

の
基
金
を
取
崩
し
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
増
額
交
付
分
を
除
け
ば
、
飯
塚
市
の
単
年
度
予

算
は
「
三
十
九
億
円
」
不
足
し
て
い
る
現
状
で
す
。 

こ
の
交
付
増
額
分
は
、
七
年
後
か
ら
五
年
間
で
減
額
さ
れ
、

十
二
年
後
に
は
「
増
額
分
・
０
円
」
と
な
り
ま
す
の
で
、 

「
単
年
度
黒
字
化
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
十
二
年
後
の

平
成
三
十
三
年
度
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
「
年
間
三
十
九
億

円
」
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
歳
入
減
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な

中
、
行
政
内
部
の
支
出
削
減
や
、
市
民
へ
の
負
担
増
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
多
大
な
不
足
分
を
補
う
た
め
、

様
々
な
財
政
運
営
施
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
等
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
各
種
の
補
助
金
、
助
成
金
に
関
し
ま
し
て
は
、 

地
域
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
直
接
影
響
す
る
、
補
助
金
や
助

成
金
に
つ
い
て
は
、
一
律
に
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、「
全

て
の
項
目
」
に
つ
い
て
、「
一
か
ら
見
直
し
」
す
る
審
議
会

の
新
設
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 
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＊
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、 

昨
年
の
要
望
通
り
、
次
の
３
点
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。 

・
指
定
管
理
者
の
選
定
委
員
数
を
倍
増
し
十
名
体
制
へ
。 

・
選
定
会
議
の
公
開
に
つ
い
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
。 

・
指
定
管
理
者
の
外
部
評
価
機
関
に
つ
い
て
は
、 

代
表
質
問
で
再
度
要
望
の
後
、
委
員
会
に
て
設
置
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。 

指
定
管
理
者
の
導
入
は
、
今
後
も
広
が
る
計
画
で
す
の
で
、

適
正
な
制
度
の
確
立
へ
向
け
て
、
更
な
る
努
力
を
続
け
て

い
た
だ
く
よ
う
に
申
し
述
べ
ま
し
た
。 

＊ 

頴
田
地
区
・
電
話
市
外
局
番
の
統
一
に
つ
い
て
は
、 

約
十
億
円
の
多
額
な
地
元
負
担
を
な
く
す
た
め
に
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
を
強
く
要
求
し
続
け
な
が
ら
、
電
話
番

号
変
更
に
伴
う
加
入
者
同
意
の
必
要
性
等
、
統
一
条
件
に

つ
い
て
の
整
理
や
説
明
を
要
望
し
「
行
政
も
、
積
極
的
に

協
力
す
る
」
旨
の
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 ＊
頴
田
支
所
の
防
災
責
任
者
（
支
所
・
総
務
課
長
）
の
人
事

配
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
責

任
者
で
す
か
ら
、
何
か
事
が
起
こ
っ
た
際
に
、
「
行
政
と

し
て
は
万
全
の
配
置
で
し
た
」
と
、
住
民
の
皆
様
や
、
職

員
の
間
で
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
人
事
配
置
を
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
強
く
申
し
述
べ
ま
し
た
。
二
年
続
け
て
の

要
望
の
結
果
、
今
年
度
は
、
頴
田
出
身
職
員
さ
ん
の
配
置

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。 

＊
企
業
誘
致
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
「
市
長
の
施
政
方

針
の
中
に
お
い
て
、
企
業
誘
致
の
関
連
記
述
が
た
っ
た
の

二
行
と
は
、
ど
う
い
う
事
な
の
か
、
工
業
団
地
の
整
備
中

に
、
経
済
情
勢
が
激
変
し
た
今
、
真
剣
に
取
組
む
気
持
ち

が
あ
る
の
か
。
」 

 
「
こ
の
経
済
状
況
の
中
で
は
、
勇
気
あ
る
一
時
撤
退
、
も

し
く
は
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
名
古
屋
事
務
所

の
人
員
増
員
も
含
め
た
活
動
強
化
の
い
ず
れ
か
だ
と
考
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え
る
が
、
市
の
ス
タ
ン
ス
は
ど
ち
ら
に
近
い
の
か
？
」
と

い
う
、
質
問
に
対
し
て
、
自
動
車
産
業
だ
け
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
産
業
な
ど
、
有
望
分
野
へ
、
将
来
を

見
据
え
た
地
道
な
誘
致
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
と
の
答
弁
で
し
た
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、
誘
致

活
動
に
は
明
確
な
結
果
が
伴
う
、
そ
れ
は
「
ゼ
ロ
か
百
か
」

と
い
う
厳
し
い
結
果
で
あ
る
。 

お
互
い
に
、
穏
や
か
に
質
疑
を
行
え
る
よ
う
な
誘
致
結

果
を
、
早
期
に
達
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、
大
い

に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
と
、
申
し
述
べ
ま
し
た
。 

＊
頴
田
地
区
の
小
中
一
貫
教
育
や
一
貫
校
建
設
に
つ
い
て
は
、 

小
中
学
校
共
通
の
目
標
設
定
や
、
九
年
間
の
一
貫
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
す
る
な
ど
、
小
中
の
連
携
を
強
め
、

初
の
小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
学
校
改
革
・

学
力
向
上
の
推
進
な
ど
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
と
の
、
説
明
・
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

＊
予
算
委
員
会
に
お
い
て
の
関
連
質
疑
と
し
て
、
頴
田
小
・

中
学
校
の
建
替
え
を
実
行
す
る
前
に
、
時
間
を
か
け
て
検

討
す
る
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が
、
数

名
の
議
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
教
育
特
区
の

時
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
、
頴
田
地
区
の
地
域
教
育
力
に

は
、
大
き
な
潜
在
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
に
長
い
時
間
は
必
要
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。 

＊
病
院
の
現
況
に
対
す
る
質
疑
に
お
い
て
は
、
地
元
の
頴
田

病
院
で
は
、
往
診
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
人
工
透
析
セ
ン
タ

ー
の
完
成
な
ど
、
地
域
医
療
の
充
実
に
対
し
て
、
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
喜
び
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

行
政
に
対
し
て
は
、
今
後
と
も
利
用
し
や
す
く
、
安
心

安
全
な
医
療
機
関
を
目
指
し
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 
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＊ 

平成２１年度・頴田地区関連予算（あくまでも抜粋です） 

地域振興費 
頴田地区まちづくり推進自治公民館活動助成金  ３，３３０千円 
頴田まちづくり協議会補助金            ２３３千円 

高齢者福祉費 
頴田高齢者福祉センター指定管理委託料    １０，３０４千円 
頴田老人憩いの家指定管理委託料        １，０１０千円 

農業振興費 
頴田農産物直売所指定管理委託料          ４２０千円 
頴田農産物加工所指定管理委託料          １１０千円 

農業施設費 
北勢田かんがい排水機場保守点検委託料     １，１００千円 
大畑かんがい排水機場保守点検委託料        １２６千円 

農業土木費 
神籠石ため池護岸改良県営事業負担金      ７，０００千円 
佐与・鹿毛馬土地改良区補助金         ６，０５７千円 

国土調査費 
頴田・勢田地区測量委託料等         ３４，４６５千円 

商工業振興費 
小竹天道線バス路線維持負担金        １９，２３９千円 
商工会事業費補助金（旧４町分）       １５，９６４千円 
産業まつり助成金（旧４町分）         ５，１６２千円 

道路橋りょう新設改良費 
鹿毛馬・旧金田町線道路改良事業       １６，１７９千円 
小竹・頴田線道路改良工事負担金        ３，０００千円 

河川維持費 
上勢田内水排除施設管理委託料           ２４６千円 

下水道費 
中央東団地汚水処理施設維持管理委託料     ２，３６７千円 
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住宅建設費 
大畑公営住宅外壁等補修工事          １３，３００千円 

教育委員会事務局費 
小中一貫教育研究費（頴田地区・菰田地区）      ６００千円 

学校管理費 
頴田小学校スクールバス運転委託料        １，５７９千円 

学校整備費 
頴田小中学校建設工事基本設計委託料      １８，７００千円 

教育振興費 
（移動バスの借り上げ料など、市内４中学校分として） 
中学校水泳授業経費               ３，４４０千円 
各種文化体育大会出場補助金 
（筑豊大会以上を対象）             ８，３００千円 

幼稚園費 
かいた幼稚園バス運転委託料           １，２９０千円 

頴田公民館施設管理費（サンシャインかいたを含む） 
 １３，７８９千円 

文化財保護費 
旧松喜醤油屋維持管理委託料             ７４５千円 
鹿毛馬神籠石敷購入費（８８％は国・県の補助） ６４，９２９千円 

保健体育施設管理費 
頴田地区体育施設管理委託料等          ２，２０９千円 

水道事業 
勢田地区配水池ポンプ場新設工事等      ３６９，５００千円 

 
上記以外にも、今年度は、頴田内の各地域にて 
「道路補修工事」や「防災用排水ポンプの設置工事」が予定されております。 
工事期間中、周辺住民の皆さまや、道路利用の方々には 大変ご不便をおかけ

いたしますが、ご協力のほど、何とぞよろしくお願いいたします。 
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＊
商
工
会
へ
の
補
助
金
減
額
に
関
し
て
は
、
旧
四
町
の
商
工

会
が
合
併
し
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
力
を
合
わ
せ
て

乗
り
越
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

中
、
内
容
を
精
査
す
る

こ
と
な
く
、
一
律
十
％
カ
ッ
ト
は
い
か
が
な
も
の
か
。 

十
％
カ
ッ
ト
を
三
年
続
け
れ
ば
、
補
助
金
額
は
、
当
初

に
比
べ
て
約
三
割
の
減
額
と
な
り
、
事
業
そ
の
も
の
の
継

続
が
、
困
難
か
つ
中
途
半
端
な
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
続
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
合
併
事
務
作
業
や
新
組
織
の
編
成
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
中
、
せ
め
て
、
今
年
度
の
減
額
は
見
送
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。 

な
ど
と
い
う
旨
を
、
指
摘
し
、
強
く
申
し
述
べ
ま
し
た
。 

＊
農
業
振
興
の
重
要
課
題
で
あ
る
「
若
手
後
継
者
の
育
成
」

に
つ
い
て
は
、
先
ず
、
思
い
切
っ
た
補
助
施
策
を
実
施
し

て
ほ
し
い
。
近
い
将
来
、
食
料
自
給
率
の
高
い
自
治
体
が
、

有
利
に
な
る
時
代
が
く
る
の
で
は
な
い
か
。
今
ま
で
農
業

と
縁
が
な
か
っ
た
若
者
に
も
、
就
農
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る

事
業
の
構
築
な
ど
、
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

な
ど
と
、
飯
塚
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
た
め
に
、
も
っ
と
、
若
手
後
継
者
の
育
成
に
む

け
て
の
施
策
に
予
算
を
注
い
で
い
た
だ
く
旨
、
強
く
要
望

し
、
委
員
会
終
了
後
も
齊
藤
市
長
に
、
直
接
お
願
い
を
い

た
し
ま
し
た
。 

 
 

以
上
が
、
今
議
会
や
委
員
会
等
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ゴ
ミ
の
分
別
や
、
ゴ
ミ
袋
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
、 

自
治
会
ご
と
に
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
で
き
る
限

り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
回
の
説
明
で
は

理
解
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

疑
問
な
こ
と
は
、
頴
田
支
所
・
経
済
建
設
課
ま
で
、 

 

遠
慮
な
く
ご
連
絡
し
て
下
さ
い
。
（
二
・
二
二
一
一
） 

 

ま
た
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
卒
業
（
園
）
式
に

は
、
議
会
・
委
員
会
が
重
な
り
、
出
席
が
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
子
ど
も
達
の
、
晴
れ
の
場
に
立
ち
会
う
事
が
で
き
ず
、

と
て
も
残
念
で
し
た
が
、 
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新
年
度
、
入
学
・
入
園
式
に
は
全
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

卒
業
生
・
入
学
生
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、 

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
素
晴
ら
し
い
式
典
を
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

所
属
常
任
委
員
会
が
「
総
務
委
員
会
」
へ
、
変
わ
り
ま
し
た
。 

総
務
委
員
会
の
所
管
（
担
当
）
は
、 

企
画
調
整
部
「
総
合
政
策
課
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
・ 

人
権
同
和
推
進
課
・
情
報
推
進
課
」 

総 

務 

部
「
総
務
課
・
人
事
課
・
契
約
課
・
管
財
課
・
」 

財 

務 

部
「
財
政
課
・
行
財
政
改
革
推
進
室
・
課
税
課
・ 

納
税
課
」
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
新
た
に
「
地
方
卸
売
市
場
運
営
審
議
会
」
の
議
会

選
出
委
員
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
新
し
い
役
職
に
お
い
て

も
、
積
極
的
に
「
全
力
投
球
」
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
派
の
編
成
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

興 
 
 

譲 
 

永
露 

仁
・
木
下
昭
雄
・
安
藤
茂
友 

公 

明 

党 
 

田
中
裕
二
・
柴
田
加
代
子
・ 

人
見
隆
文
・
八
児
雄
二 

市
民
ク
ラ
ブ 

 

市
場
義
久
・
古
本
俊
克
・
田
中
廣
文
・ 

佐
藤
清
和 

新 

政 

会 
 

西 

秀
人
・
瀬
戸 

元
・ 

後
藤
久
磨
生 

新
政
ク
ラ
ブ 

 

原
田
佳
尚
・
永
末 

壽
・
秀
村
長
利 

日
本
共
産
党 

 

楡
井
莞
爾
・
川
上
直
喜 

未 
 
 

来 
 

岡
部 

透
・
江
口 

徹
・
藤
本
孝
一 

民 
 
 

主 
 

道
祖 

満
・
松
本
友
子 

明
飯
ク
ラ
ブ 

 

藤
浦
誠
一
・
兼
本
鉄
夫
・
芳
野 

潮
・ 

梶
原
健
一 

無 
所 
属 

 

森
山
元
昭
・
吉
田
義
之 

※
大
志
会
・
政
和
ク
ラ
ブ
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
。 
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ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い 

一
人
が
気
付
い
た
事
は
、
実
は
た
く
さ
ん
の
方
々
も
困
っ
て
い

る
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
が
つ
い
た
事
が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集 

◆ 

「
ゴ
ー
ゴ
ー
・
し
ん
ご
」
配
布
の
ご
協
力
。 

◆ 

市
政
へ
の
ご
意
見
・
政
策
案
へ
の
ご
協
力
、
等
な
ど
。 

「
や
っ
た
ろ
ー
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
メ
ー
ル
又

は
、
お
電
話
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。 

※
今
回
も
新
た
に
「
小
峠
東
」
よ
り
、 

配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
申
し
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【連 
 

絡  

先
】 

０
８
０
‐
１
７
９
２
‐
５
５
４
５ 

（
い
ー
な 

こ
の
国 

ゴ
ー
ゴ
ー
・
し
ん
ご
） 

【パ
ソ
コ
ン
ア
ド
レ
ス
】 

in
fo
@
u
e
n
o
-
sh

in
g
o
.c
o
m 

「
全
力
投
球
」
活
動
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 

h
ttp

:/
/
u
e
n
o
-
sh

in
g
o
.c
o
m  

私
の
所
属
す
る
「
同
志
会
」
は
、
従
前
の
田
中
博
文
議
員

と
鯉
川
信
二
議
員
に
、
東 

広
喜
議
員
が
参
加
さ
れ
、
４
名

体
制
と
な
り
、
代
表
者
が
、
田
中
議
員
か
ら
鯉
川
議
員
に
交

替
い
た
し
ま
し
た
。 

他
の
会
派
は
前
述
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
・
５
０
音
順
） 

議
員
に
も
、
様
々
な
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

私
が
子
ど
も
の
頃
、
両
親
が 

よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
、
お
ら
ん
く
な
っ
た
（
死
ん
だ
）
後
、 

 
 

 
 

 

あ
ん
た
達
が
、
『
あ
～
、
あ
い
つ
の
子
ど
も
か
』
と
言
わ
れ

る
よ
り
、
『
上
野
さ
ん
の
お
子
さ
ん
で
す
か
』
と
、 

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
行
い
を
し
た
い
。
」
と
。 

私
も 

か
く
あ
り
た
い
。 

人
間
の
強
い
思
い
は
、
間
違
い
な
く
世
代
を
超
え
ま
す
。 

他
人
は
ど
う
あ
れ
、
私
自
身
は
、 

真
っ
直
ぐ
な
「
全
力
投
球
」
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
全
て

の
子
ど
も
達
に
、

高
の
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

HP アドレス http://ueno-shingo.com 


